
　思井地域の４㌶の里山にオオタカの営巣が確認されました。

ところが、この地域は、つくばエクスプレス沿線開発で伐採し

ようとしています。日本共産党は、生物多様性、地球温暖化問

題が叫ばれている時だからこそ、樹木を伐採せずオオタカの営

巣・エサ場を守るよう強く要求しています。

　千葉県に確認すると、

流山市は保全の要求

をしていないことが

明らかになりました。

これでは、『おおたか

の森』の名称や『都

心から一番近い森の

街』が看板倒れでは

ないでしょうか。

オオタカも里山も守り、
森と緑のまちを

オオタカも里山も守り、
森と緑のまちを

　
特
別
会
計
も

含
め
れ
ば
６
９

０
億
円
の
平
成

21
年
度
決
算
。

市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
税

金
が
ど
う
使
わ

れ
た
の
か
が
問

わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
開

発
優
先
、
市
民

生
活
置
き
去
り

は
相
変
わ
ら
ず
。
国
保
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
市
営
住

宅
募
集
は
前
年
の
半
分
、市
単
独
の
高
齢
者
福
祉
費
（
１

人
あ
た
り
）
は
前
市
長
時
代
の
３
分
の
１
で
す
。
一
方
で
、

沿
線
開
発
に
は
特
別
会
計
も
含
め
約
50
億
円
、
分
譲
地

の
売
り
出
し
で
の
、
秋
葉
原
駅
の
ポ
ス
タ
ー
広
告
に
９

０
０
万
円
を
支
出
。
流
山
市
で
す
す
む
自
治
体
の
「
開

発
会
社
化
」「
営
利
企
業
化
」
を
、
自
民
保
守
派
、
民
主
、

公
明
な
ど
オ
ー
ル
与
党
が
支
え
て
い
ま
す
。

日本共産党除くオール与党が賛成

流山市加４-1688　　TEL/FAX（7157）6140
E-Mail：kfbkd645@ybb.ne.jp
http://www.geocities.jp/kfbkd645/index.htm

日　本
共産党

　
オ
オ
タ
カ
の
す
む
森
と
緑
は
市
民
の
宝
|
こ
れ

以
上
の
伐
採
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
す
。

　
高
齢
化
で
「
買

物
難
民
」
問
題
が

急
浮
上
…
バ
ス
交

通
な
ど
市
民
の
足

確
保
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　
官
公
需
の
地
元

発
注
を
高
め
、
商

店
街
の
活
性
化
や

地
産
地
消
な
ど
地

域
内
循
環
を
促
進

し
ま
す
。

　
待
機
者
が
5
6
1
人
…
。
介
護
不
安
を
な
く
す

た
め
、
特
養
ホ
ー
ム
を
増
や
し
ま
す
。「
医
療
費
が

高
い
」「
高
い
利
用
料
で
必
要
な
介
護
が
受
け
ら
れ

な
い
」
|
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
軽
減
し
、
介
護

利
用
料
の
減
免
を
実
現
し
ま
す
。

松戸市 …………………… 11,589円
柏市 ………………………… 5,939円
流山市 ……………………… 1,212円
全国平均 ………………… 10,207円
県平均 …………………… 10,965円
  流山市は全国899位、県下30位
（Ｈ20年度国民健康保険事業状況報告書より作成)

　
10
年
で
新
線
沿
線
開
発
に
つ
ぎ
込
ま
れ
た

事
業
費
は
1
0
4
4
億
円
。
今
後
、
土
地
が

売
れ
な
け
れ
ば
大
赤
字
に
、
ツ
ケ
は
市
民
に

回
さ
れ
ま
す
。
時
代
遅
れ
の
大
型
開
発
を
見

直
し
、
市
民
の
願
い
実
現
の
財
源
を
確
保
し

ま
す
。

900万円の秋葉原駅大型ポスター
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編集発行人　日本共産党流山市議団

　
今
、
幼
稚
園
に
続
き

公
立
保
育
所
ま
で
廃
止

へ
…
。
公
立
保
育
所
を

存
続
し
、
子
育
て
施
設

を
増
や
し
ま
す
。
中
学

卒
業
ま
で
医
療
費
助
成

を
ひ
ろ
げ
、
子
育
て
す

る
な
ら
流
山
と
い
え
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

特
養
ホ
ー
ム
の

　
待
機
者
ゼ
ロ
へ

公
立
保
育
所
を

守
り
ま
す

　「
定
期
代
が
高
い
」
|
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

運
賃
値
下
げ
を
求
め
ま
す
。
職
場
の
悩
み
解
決
へ
、

市
に
労
働
相
談
窓
口
を
設
置
、
野
田
市
に
続
き
、
公

契
約
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
働
く
人
の
生
活
と
権

利
を
守
り
ま
す
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

運
賃
値
下
げ

　
年
収
の
１
割
を

こ
え
る
保
険
料

は
、
負
担
の
限
度

を
超
え
て
い
ま

す
。
県
平
均
な
み

に
市
の
財
政
支
援

を
増
や
し
、
１
世

帯
１
万
円
引
き
下

げ
ま
す
。

国
保
料
を
１
世
帯

　
１
万
円
引
き
下
げ

安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
を

働
く
人
の
暮
ら
し
と
権
利

国保会計への（ひとり当たり）
一般会計独自繰入金額

5つの
提案
5つの
提案

●生活・法律相談は
◆市議会議員 いぬい紳一郎 （7159）2773
◆市議会議員 高野　とも （7155）1683

◆市議会議員 小田桐たかし （7154）0878
◆市議会議員 徳増きよ子 （7148）6871
◆元市議会議員 せのお七重 （7146）0694



県
道
柏
・
流
山
線

来
年
度
か
ら
路
面
改
修
実
施

い
ぬ
い
紳
一
郎

高
野
　
と
も

小
田
桐
た
か
し

徳
増
き
よ
子

向
小
金
・
前
ヶ
崎
も

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
実
現

東
深
井
中
学
校
の

耐
震
化
実
現

小
山
小
学
校
前
に

バ
ス
停
設
置

　
公
立
名
都
借
・
長
崎
保
育
所

の
老
朽
化
を
理
由
に
廃
止
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
公
立
保
育

所
は
、
歴
史
的
に
も
子
ど
も
の

保
育
と
親
の
就
労
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
待
機
児

童
が
増
え
て
い
る
中
、
廃
止
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
公

立
保
育
所
の
建
替
え
に
国
の
補

助
が
な
い
」
と
市
長
は
言
い
ま

す
が
、
共
産
党
の
追
及
で
国
か

ら
の
補
助
が
出
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
か
ど
う
か
基
本
姿
勢
が

問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
廃
止
す
る
か
ど
う
か
は
議
会

の
決
定
で
す
。
ご
一
緒
に
署
名

運
動
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　
流
山
市
の
待
機
者
は
５
６
１

名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保

険
に
よ
っ
て
介
護
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
期
待
に
反
し
て
介

護
不
安
の
声
は
あ
と
を
た
ち
ま

せ
ん
。『
介
護
殺
人
』
ま
で
お

こ
っ
て
い
ま
す
。
下
表
の
よ
う

に
、
流
山
市
は
全
国
最
下
位
の

千
葉
県
平
均
に
も
お
よ
び
ま
せ

ん
。
整
備
を
怠
っ
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
こ
の
事
実
を

突
き
付
け
、「
待
機
者
を
ゼ
ロ

に
す
る
計
画
を
」
と
迫
り
、「
建

設
中
の
施
設
（
百
床
）
に
続
き
、

同
規
模
か
そ
れ
以
上
を
整
備
す

る
」
と
市
長
の
約
束
を
引
き
出

し
ま
し
た
。

　「
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
ら

タ
ク
シ
ー
を
使
う
し
か
な
い
」

…
週
３
回
、
毎
回
５
時
間
を
か

け
て
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
は
『
命
綱
』
で
す
。

松
戸
市
は
年
２
４
０
枚
、
柏
市

は
年
２
１
０
枚
で
す
が
、
流
山

市
は
わ
ず
か
96
枚
。
せ
め
て
透

析
患
者
に
は
拡
充
を
と
、
社
会

保
障
推
進
流
山
市
協
議
会
は
要

求
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
し

て
い
る
透
析
患
者
は
30
名
。
わ

ず
か
な
予
算
で
通
院
を
カ
バ
ー

で
き
る
の
に
、
当
局
は
拡
充
を

拒
否
し
て
い
ま
す
。

　「
市
立
江
戸
川
台
幼
稚
園
は

公
設
公
営
で
建
て
替
え
る
」
と

市
長
が
認
め
ま
し
た
。
引
き
続

き
現
在
の
形
で
耐
震
の
建
物
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
市

長
が
５
年
前
に
「
役
割
が
終
わ

っ
た
」
と
市
立
幼
稚
園
の
全
廃

計
画
を
発
表
。
東
・
流
山
幼
稚

園
が
廃
止
さ
れ
、
子
ど
も
や
保

護
者
に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
が
、
こ
の

声
を
市
長
に
つ
き
つ
け
る
中
で

存
続
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
を
泣
か
せ
な
い
市
政

の
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
ま
で
半
年
と
な
っ
た
９
月
議
会
。
市
長
は
「
行
政
コ
ス
ト
全
国
最
小
」

「
県
下
一
職
員
が
少
な
い
」と
誇
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
そ
の
実
態
は
、市
民
に
密
着
し
た
福
祉
・

教
育
の
職
員
を
減
ら
し
、
自
治
体
の
「
開
発
会
社
化
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

「
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
を
」
と
主
張
、
奮
闘
し
ま
し
た
。

　「市内事業者が元気になれば地元雇用も広がる。話
せて確信になった」「党派に関係なく、いい懇談が出
来た」̶ 党市議団と懇談した市内各団体役員の方の感
想です。
　今の経済不況を背景に、市内商工業者も農家も深刻
な実態が広がっています。党市議団は、経済の地域内
循環を提案し、米飯給食への100%市内産米使用や商
店街街灯への全額補助、地デジＴＶの学校導入は全て
市内事業者へ発注させるなどにつながっています。地
域経済の活性化へ、力を合わせて、取り組みましょう。

学校の地デジＴＶは
市内事業者へ発注実現
地域経済の活性化へ、本腰を

学校の地デジＴＶは
市内事業者へ発注実現
地域経済の活性化へ、本腰を

市
立
幼
稚
園
全
廃
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
！

江
戸
川
台
幼
稚
園
は
存
続
へ

特
養
ホ
ー
ム
増
設
を
約
束
。

さ
ら
に
待
機
者
ゼ
ロ
へ透

析
患
者
の
負
担
は
大
変

福
祉
タ
ク
シ
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の
拡
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を

公
立
名
都
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・
長
崎
保
育
所
を

守
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発
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を
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大
変
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全国平均 15.5人
県平均 12.7人
 （全国47位）
流山市 12.4人

全国平均 15.5人
県平均 12.7人
 （全国47位）
流山市 12.4人

65歳以上（千人）当たりの定員数

市民の目線で市政をチェック市民の目線で市政をチェック

日本共産党日本共産党 のの4議席4議席4議席

特
養
ホ
ー
ム
増
設
を
約
束
。

さ
ら
に
待
機
者
ゼ
ロ
へ透

析
患
者
の
負
担
は
大
変

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
拡
充
を

公
立
名
都
借
・
長
崎
保
育
所
を

守
り
発
展
を

市議会議員市議会議員市議会議員 市議会議員

徳増きよ子小田桐たかしいぬい紳一郎 高野  とも

第40回赤旗まつり（東京・夢の島）に、
流山市から4台のバスで参加。市議団と

参加者が交流を深めました。

平和で明るく住みよい流山市をつくるために 第167号 （2）2010年11月発行




